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社
会
倫
理
研
究
所
の
歴
史

研
究
所
の
歩
み

一
九
八
〇
年
五
月
二
十
六
日　

南
山
経
済
倫
理
研
究
所

設
立
さ
れ
る
。

一
九
八
一
年
六
月　

社
会
倫
理
研
究
所
に
名
称
変
更
、

現
在
に
至
る
。

設
立
趣
旨

　

一
九
八
〇
年
五
月
十
三
日
開
催
の
大
学
評
議
会
に
お

い
て
、
一
九
八
〇
年
五
月
二
十
六
日
の
開
学
記
念
日
を

期
し
て
、
南
山
大
学
に
お
け
る
三
番
目
の
研
究
所
、
南

山
経
済
倫
理
研
究
所
の
設
立
が
承
認
さ
れ
た
。

　

近
代
に
お
け
る
先
進
諸
国
の
目
覚
し
い
経
済
発
展

は
、
人
類
に
「
豊
か
さ
」
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
自

然
破
壊
、
環
境
汚
染
、
資
源
枯
渇
な
ど
自
然
の
「
貧
し

さ
」、
人
間
の
「
貧
し
さ
」
が
見
ら
れ
る
世
界
を
も
た

ら
し
た
。
そ
こ
に
は
倫
理
的
立
場
が
改
め
て
問
わ
れ
、

価
値
判
断
領
域
を
経
験
科
学
の
範
囲
に
取
り
入
れ
な
け

れ
ば
経
済
現
象
を
十
全
に
は
解
明
で
き
な
い
時
代
が
現

出
し
て
い
た
。

　

も
と
も
と
日
本
の
経
済･

経
営
活
動
の
伝
統
の
中
に

あ
る
倫
理
性
に
関
心
を
持
ち
、
同
時
に
キ
リ
ス
ト
教
価

値
観･

倫
理
観
の
日
本
へ
の
紹
介･

導
入
に
熱
意
を
持
つ

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長
（
当
時
）
が
、

こ
の
社
会
の
現
状
に
鑑
み
、
南
山
大
学
の
建
学
の
精
神

に
直
接
連
な
っ
て
、
経
済
社
会
の
解
明
に
努
力
す
る
重

要
性
と
意
義
を
提
案
し
た
の
が
本
研
究
所
設
立
の
動
機

で
あ
り
設
立
の
目
的
で
あ
る
。

　

研
究
所
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
こ
の
よ
う
に
、
人
間

の
尊
厳
の
理
念
に
基
づ
き
産
業
社
会
に
お
け
る
経
済･

経
営
の
諸
問
題
を
研
究
し
、
こ
れ
ら
諸
問
題
に
対
す
る

社
会
的
関
心
を
喚
起
し
、か
つ
普
及
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
た
め
の
関
連
文
献･

資
料
の
収
集
、
関
連
す
る
研

究
者
の
養
成
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら

新
し
い
倫
理
の
認
識
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

＜

組
織＞

構
成

　

研
究
所
の
組
織
は
、
研
究
所
長
、
研
究
所
員
（
第
一

種
、
第
二
種
）、
客
員
研
究
所
員
、
研
究
員
、
非
常
勤

研
究
員
、
助
手
、
研
究
補
助
員
、
事
務
員
を
以
て
構
成

す
る
。
そ
の
ほ
か
に
評
議
員
を
置
く
。

構
成
メ
ン
バ
ー

研
究
所
長
（
事
務
取
扱
を
含
む
）

森　

茂
也
（
一
九
八
〇
年
五
月
～
八
三
年
三
月
）

阿
南
成
一
（
一
九
八
三
年
四
月
～
九
一
年
三
月
）

松
山
昌
司
（
一
九
九
一
年
四
月
～
九
三
年
九
月
）

澤
木
勝
茂
（
一
九
九
三
年
一
〇
月
～
九
七
年
三
月
）

高
橋
広
次
（
一
九
九
七
年
四
月
～
二
〇
〇
二
年
三

月
）

小
林
傳
司
（
二
〇
〇
二
年
四
月
～
〇
五
年
三
月
）

澤
木
勝
茂
（
二
〇
〇
五
年
四
月
～
現
在
）

第
一
種
研
究
所
員

松
山
昌
司
（
一
九
八
一
年
四
月
～
八
三
年
三
月
）

阿
南
成
一
（
一
九
八
三
年
四
月
～
九
二
年
三
月
）

家
本
博
一
（
一
九
八
一
年
四
月
～
九
八
年
三
月
）

山
田　

秀
（
一
九
八
六
年
四
月
～
現
在
）

＊
一
九
九
四
年
九
月
か
ら
九
五
年
七
月
ま
で
ヴ
ィ
ー

ン
大
学
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
部
（
倫
理
学
及
び
社
会

科
学
研
究
所
）
客
員
教
授
、
九
四
年
九
五
年
冬
学

期
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
担
当
。

野
田
宣
雄（
一
九
九
七
年
四
月
～
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

オ
ズ
ワ
ル
ド
・
カ
バ
ラ
ル
（
一
九
九
七
年
四
月
～

二
〇
〇
〇
年
三
月
）

奥
田
太
郎
（
二
〇
〇
三
年
四
月
～
現
在
）

マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ
ル
（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
～
現
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客
員
研
究
所
員

野
尻
武
敏
（
一
九
八
七
年
四
月
～
九
七
年
三
月
）

阿
南
成
一
（
一
九
九
二
年
四
月
～
九
六
年
三
月
）

橋
本
昭
一（
一
九
九
三
年
四
月
～
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ウ
カ
シ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
（
一
九
九 

三
年
一
〇
月
～
九
四
年
三
月
）

森　

茂
也
（
一
九
九
四
年
四
月
～
九
八
年
三
月
）

非
常
勤
研
究
員

原
田
哲
史（
一
九
九
六
年
四
月
～
二
〇
〇
二
年
三
月
）

島
本
美
智
男
（
一
九
九
九
年
四
月
～
現
在
）

橋
本
昭
一
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
～
〇
四
年
三
月
）

増
田
正
勝
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
～
〇
四
年
三
月
）

松
下　

洋
（
二
〇
〇
一
年
四
月
～
現
在
）

マ
イ
ケ
ル･

シ
ー
ゲ
ル
（
二
〇
〇
一
年
四
月
～
〇
三

年
九
月
）

小
川
由
美
子
（
二
〇
〇
二
年
四
月
～
現
在
）

伊
勢
田
哲
治
（
二
〇
〇
二
年
四
月
～
現
在
）

戸
田
山
和
久
（
二
〇
〇
二
年
四
月
～
現
在
）

瀬
口
昌
久
（
二
〇
〇
二
年
四
月
～
現
在
）

坂
下
浩
司
（
二
〇
〇
二
年
四
月
～
〇
三
年
三
月
）

小
林
傳
司
（
二
〇
〇
五
年
四
月
～
現
在
）

武
者
小
路
公
秀
（
二
〇
〇
六
年
四
月
～
現
在
）

山
田
哲
也
（
二
〇
〇
六
年
四
月
～
現
在
）

在
）

第
二
種
研
究
所
員

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
（
一
九
八
〇
年
五

月
～
八
三
年
六
月
）

　

森　

茂
也
（
一
九
八
〇
年
五
月
～
九
四
年
三
月
）

松
山
昌
司
（
一
九
八
〇
年
五
月
～
八
一
年
三
月
、
八 

三
年
四
月
～
九
三
年
九
月
）

細
井　

卓
（
一
九
八
二
年
四
月
～
八
九
年
三
月
）

桜
井
健
吾
（
一
九
八
五
年
四
月
～
八
七
年
三
月
、
九 

七
年
四
月
～
二
〇
〇
三
年
三
月
）

澤
木
勝
茂（
一
九
八
九
年
四
月
～
二
〇
〇
一
年
三
月
、

二
〇
〇
五
年
四
月
～
現
在
）

中
矢
俊
博（
一
九
九
四
年
四
月
～
二
〇
〇
六
年
十
月
）

高
橋
広
次（
一
九
九
四
年
四
月
～
二
〇
〇
二
年
三
月
）

土
田
友
章（
一
九
九
五
年
四
月
～
二
〇
〇
三
年
三
月
）

野
田
宣
雄
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
～
〇
四
年
三
月
）

小
林
傳
司
（
二
〇
〇
一
年
四
月
～
〇
五
年
三
月
）

加
藤
隆
雄
（
二
〇
〇
二
年
四
月
～
〇
六
年
三
月
）

林　

雅
代
（
二
〇
〇
二
年
四
月
～
現
在
）

鈴
木
宗
徳
（
二
〇
〇
二
年
四
月
～
現
在
）

川
崎　

勝
（
二
〇
〇
二
年
四
月
～
〇
六
年
三
月
）

坂
下
浩
司
（
二
〇
〇
三
年
四
月
～
現
在
）

丸
山
雅
夫
（
二
〇
〇
三
年
四
月
～
現
在
）

杉
原
桂
太
（
二
〇
〇
五
年
四
月
～
現
在
）

川
崎　

哲
（
二
〇
〇
六
年
四
月
～
現
在
）

研
究
員

杉
原
桂
太（
二
〇
〇
四
年
四
月
～
二
〇
〇
五
年
三
月
）

中
野
涼
子
（
二
〇
〇
六
年
四
月
～
現
在
）

研
究
生

山
田　

秀
（
一
九
八
二
年
四
月
～
八
五
年
三
月
）

評
議
員

阿
南
成
一（
一
九
九
六
年
四
月
～
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

猪
木
武
徳（
一
九
九
六
年
四
月
～
二
〇
〇
二
年
三
月
）

野
尻
武
敏（
一
九
九
七
年
四
月
～
二
〇
〇
三
年
三
月
）

森　

茂
也（
一
九
九
八
年
四
月
～
二
〇
〇
二
年
三
月
）

＜

社
会
倫
理
研
究
所
活
動＞

１　

研
究
活
動

所
員
研
究
会

　

研
究
所
の
最
初
の
研
究
テ
ー
マ
が
「
技
術
と
倫
理
」

と
決
定
さ
れ
、
一
九
八
五
年
か
ら
九
一
年
ま
で
そ
の

時
々
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
所
員
研
究
会
が
持
た
れ
た
。

各
種
研
究
会
（
一
九
八
五
年
四
月
か
ら
九
二
年
三
月
）

①
法
哲
学
研
究
会
［
五
回
］

②
経
済
哲
学
研
究
会
［
一
一
回
］

③
生
命
倫
理
研
究
会
［
一
四
回
］
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教
社
会
論
」）、
二
〇
〇
一
年
十
二
月

「
大
学
教
育
の
倫
理
」
一
九
九
八
年
十
二
月

「
家
族
と
世
代
間
倫
理
」
二
〇
〇
〇
年
十
二
月

「
誰
の
た
め
の
国
際
秩
序
か
？
」
二
〇
〇
六
年
九
月

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

第
三
回
ヨ
ハ
ネ
ス
・
メ
ス
ナ
ー
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
変
動
す
る
世
界
の
中
で
の
『
共
同
善
』」

一
九
九
五
年
九
月
（
ヨ
ハ
ネ
ス･

メ
ス
ナ
ー
協
会
日

本
支
部
主
催
、
南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
共
催
）

第
四
回
ヨ
ハ
ネ
ス
・
メ
ス
ナ
ー
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
社
会
秩
序
に
お
け
る
正
義
」
ブ
リ
ク
セ
ン
（
イ

タ
リ
ア
）
で
一
九
九
七
年
九
月
、
所
員
に
よ
る
二
報

告
、
客
員
研
究
所
員
の
座
長
参
加
。

第
五
回
ヨ
ハ
ネ
ス
・
メ
ス
ナ
ー
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
国
際
法
秩
序
と
国
際
法
倫
理
学
」
ヴ
ィ
ー
ン

一
九
九
九
年
、
所
員
に
よ
る
一
報
告
。

第
六
回
ヨ
ハ
ネ
ス
・
メ
ス
ナ
ー
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
経
済
活
動―
ヨ
ハ
ネ
ス
・
メ
ス
ナ
ー
の
理
解
に

よ
る
倫
理
的
要
請
」
ヴ
ィ
ー
ン
二
〇
〇
一
年
、所
員
、

非
常
勤
研
究
員
、
評
議
員
に
よ
る
三
報
告
。

第
七
回
ヨ
ハ
ネ
ス
・
メ
ス
ナ
ー
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
挑
戦
と
し
て
安
全
と
平
和―

パ
ー
チ
ェ
ム
・
イ
ン
・
テ
リ
ス
の
光
に
照
ら
し
て
み

た
キ
リ
ス
ト
教
軍
人
の
貢
献
」
ヴ
ィ
ー
ン
二
〇
〇
三

定
例
研
究
会
・
研
究
会
（
一
九
九
二
年
四
月
～

二
〇
〇
六
年
十
二
月
）

　

前
記
各
種
研
究
会
を
総
括
す
る
形
で
、
定
例
研
究
会

が
一
九
九
二
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
現
在
ま
で
計
七
三

回
実
施
さ
れ
て
い
る
。

懇
話
会
（
一
九
八
〇
年
五
月
～
二
〇
〇
六
年
十
二
月
）

　

現
在
ま
で
七
六
回
実
施
さ
れ
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
現
代
社
会
に
お
け
る
技
術
と
倫
理
」
一
九
八
五
年
十

月
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
社
会
に
お
け
る
技
術
と

倫
理
」
一
九
八
六
年
十
月

第
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
社
会
に
お
け
る
技
術
と

倫
理―

著
作
権
意
識
を
巡
っ
て―

」
一
九
八
七
年
十

月
第
四
回
「
現
代
社
会
に
お
け
る
技
術
と
倫
理―

技
術
と

倫
理―

」
一
九
九
〇
年
十
一
月

「
現
代
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
論
」
一
九
九
七
年
三

月

「
現
代
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
論
」
第
二
回
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
一
九
九
九
年
十
一
月

「
社
会
回
勅
の
百
年―

『
労
働
者
の
境
遇
』（
一
八
九
一

年
）
か
ら
『
新
し
い
課
題
』（
一
九
九
一
年
）
ま
で―

」

（
第
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
社
会
と
キ
リ
ス
ト

年
十
月
、
所
員
に
よ
る
一
報
告
。

第
六
回
「
倫
理
へ
の
勇
気
」
フ
ェ
ル
ト
キ
ル
ヒ
（
オ
ー

ス
ト
リ
ア
）
一
九
九
八
年
、
所
員
に
よ
る
二
報
告
。

「
和
解
・
記
憶･

正
義―

真
実
究
明
委
員
会
の
法
と
倫

理
」
二
〇
〇
二
年
六
月
（
Ｉ
Ｖ
Ｒ
日
本
支
部
及
び
愛

知
法
理
研
究
会
と
の
共
催
）、
非
常
勤
研
究
員
に
よ

る
一
報
告
。

「
人
間
の
尊
厳
の
原
理
」
二
〇
〇
五
年
九
月
（
Ｉ
Ｖ
Ｒ

日
本
支
部
及
び
愛
知
法
理
研
究
会
と
の
共
催
）
所
員

に
よ
る
一
報
告
。

「
九
・
一
一
事
件
以
降
の
世
界
に
お
け
る
公
平
と
平
和

を
求
め
て―

日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
た
め
の
オ

ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
を
構
想
し
て
」
二
〇
〇
五
年
九
月

（
ラ
ト
ロ
ー
ブ
大
学
社
会
科
学
部
、
及
び
南
山
大
学

ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
）、
所
員

に
よ
る
一
報
告
。

南
山
大
学
社
会
人
教
養
講
座

　

一
九
八
四
年
か
ら
九
二
年
ま
で
、
計
八
回
実
施
し

た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
社
研
中
部
セ
ミ
ナ
ー

　

一
九
八
八
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
、
第
八
回
か
ら

第
二
五
回
ま
で
計
一
八
回
共
催
し
た
。

社
会
倫
理
研
究
奨
励
賞
（
仮
称
）

　

野
田
宣
雄
京
都
大
学
名
誉
教
授
（
元
社
会
倫
理
研
究
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社 会 と 倫 理

倫
理
』
一
九
九
四
年
。

第
二
巻　

『
変
動
す
る
世
界
に
お
け
る
共
同
善
』
一 

九
九
七
年
。

第
三
巻　

高
橋
広
次
編
『
現
代
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
社

会
論
』
一
九
九
八
年
。

「
社
会
問
題
と
倫
理
」
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
Ⅰ
『
社
会
問
題
と
し
て
の
宗
教―

日
本

の
経
験
』
一
九
九
六
年
。

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
Ⅱ
『
統
合
的
人
間
教
育
を
考
え
る
』
一 

九
九
七
年
。

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
Ⅲ
『
生
命
医
学
の
進
展
と
わ
た
し
た
ち

の
生
死
』
一
九
九
八
年
。

蔵
書
目
録

『
南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
蔵
書
目
録
』
一
九
九
二

年
。

『
南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
蔵
書
目
録　

補
遺
版
』

一
九
九
七
年
。

『
南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
「
松
山
学
術
文
庫
」
蔵

書
目
録
』
一
九
九
五
年
。

そ
の
他
の
研
究
所
出
版
物

南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
編
『
著
作
権
問
題
の
研
究

と
調
査―

著
作
権
法
の
歴
史
と
現
代
的
課
題
に
関
す

る
研
究
と
複
製
機
器
の
利
用
と
著
作
権
意
識
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査―

』
一
九
八
九
年
。

所
第
一
種
研
究
所
員
）
か
ら
頂
戴
し
た
寄
附
金
を
も
と

に
、
わ
が
国
に
お
け
る
社
会
倫
理
の
普
及
に
貢
献
の

あ
っ
た
若
手
研
究
者
を
支
援
す
る
た
め
の
奨
励
制
度
を

樹
立
す
る
た
め
、
現
在
研
究
所
内
に
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
を
設
け
て
原
案
を
策
定
し
て
い
る
。

２　

出
版
活
動

機
関
誌
発
行
（
総
目
次
に
つ
い
て
は
、
本
紀
要
別
掲

載
）

『
南
山
社
会
倫
理
研
究
所
論
集
』（
第
一
号
一
九
八
五
年

～
第
六
号
九
一
年
）。
共
通
論
題
「
現
代
社
会
に
お

け
る
技
術
と
倫
理
」。

『
社
会
倫
理
研
究
』（
第
一
号
一
九
九
二
年
～
第
四
号
九 

六
年
）。
共
通
論
題
「
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
論
」。

『
社
会
と
倫
理
』（
第
五
号
一
九
九
七
年
～
第
二
十
号
二 

〇
〇
六
年
）。

＊
尚
、
一
九
九
七
年
九
月
二
十
三
日
、
高
橋
広
次
、
山

田
秀
両
名
の
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
科
学
中
央
研
究
所

（
K 

S 

Z
）
訪
問
の
折
、
ラ
ウ
シ
ャ
ー
所
長
よ
り
、

叢
書
「
教
会
と
社
会
」
の
包
括
翻
訳
許
諾
権
を
授
与

さ
れ
る
。
条
件
は
、
公
刊
物
を
そ
の
都
度
二
冊
贈
呈

す
べ
き
こ
と
の
み
。

南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
叢
書

研
究
叢
書
第
一
巻　

松
山
昌
司
著
『
社
会
科
学
と
社
会

南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
編
『
著
作
権
問
題
の
研
究

と
調
査―

著
作
権
法
の
歴
史
と
現
代
的
課
題
に
関
す

る
研
究
と
複
製
機
器
の
利
用
と
著
作
権
意
識
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査―

（
資
料
編
）』
一
九
八
九
年
。

『
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
松
山
昌
司
教
授
遺
稿
集
』
一
九
九
四

年
。

マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ
ル
『
憲
法
第
九
条
に
関
す
る
一
考 

察―

日
豪
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
二
〇
〇
五
・ 

九
・
一
二―

一
五
）
の
討
論
を
受
け
て―

』
二
〇
〇 

六
年
。

ミ
カ
ー
リ
ス
・
マ
イ
ケ
ル
、
ラ
リ
ー
・
マ
ー
シ
ャ
ル
、

マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ
ル
『
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
安
全
保

障―

九
・
一
一
事
件
以
降
』
二
〇
〇
六
年
。

M
ichael T. Seigel, Som

e C
onsiderations R

egarding 

A
rticle 9 of the Japanese C

onstitution, 2006.

３　

広
報
活
動

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

二
〇
〇
四
年
十
一
月
一
日
開
設
。
懇
話
会
や
研
究
会

な
ど
研
究
所
活
動
の
案
内
を
随
時
提
供
。
年
数
回
オ
ン

ラ
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
発
信
し
、
懇
話
会
や
研

究
会
の
要
約
を
公
表
し
、
テ
ー
プ
起
こ
し
後
に
適
宜

H 

T 

M 

L
も
し
く
は
P 

D 

F
の
形
式
に
て
閲
読
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
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社会倫理研究所の歴史

学
、
ト
マ
ス
主
義
研
究
書
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
六
年
三
月
末
日
現
在
の
収
蔵
冊
数
は
約

二
一
〇
〇
〇
冊
で
あ
る
。 

（
澤
木
勝
茂
）

「
こ
ん
な
本
・
あ
ん
な
本
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
一
般
の

注
目
か
ら
洩
れ
落
ち
が
ち
で
も
面
白
そ
う
な
書
物
を
紹

介
し
て
い
る
。

＜

図
書
館＞

南
山
大
学
図
書
館
南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
図
書
館

分
室

　

本
図
書
館
は
、（
一
）
ヘ
ル
ダ
ー
文
庫･

新
書

二
八
〇
〇
冊
中
約
一
八
五
〇
冊
、（
二
）『
時
の
声
』

（Stim
m

en der Zeit

）
第
一
巻
（
一
八
七
二
年
）
～

第
一
九
四
巻
（
一
九
七
六
年
）、（
三
）『
新
秩
序
』

（D
ie N

eue O
rdnung

）
一
九
四
七
年
以
降
現
在
ま

で
の
全
冊
、（
四
）『
ヘ
ル
ダ
ー
通
信
』（H
erder-

K
orrespondenz

）
一
九
四
九
年
（
第
四
巻
）
以
降
現
在

ま
で
の
ほ
ぼ
全
巻
を
所
蔵
し
て
い
る
。

松
山
学
術
文
庫

　

副
学
長
、
第
二
種
研
究
所
員
で
あ
っ
た
故
松
山
昌
司

教
授
所
蔵
の
三
八
一
九
冊
を
所
蔵
。
一
九
九
四
年
十
月

二
十
六
日
に
開
設
さ
れ
た
。
経
済
学
・
社
会
科
学
方
法

論
に
特
色
が
見
ら
れ
る
。

水
波
学
術
文
庫

　

故
水
波
朗
九
州
大
学
名
誉
教
授
の
七
四
九
一
冊
を
所

蔵
。
二
〇
〇
四
年
十
二
月
六
日
に
開
設
さ
れ
た
。
法
哲


